
『
地
域
研
究
の
あ
ゆ
み
│
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
三
五
年
史
』
に
よ
る
と
、
京
都
大
学
東
南

ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
室
（
現
東
南
ア
ジ
ア

研
究
所
図
書
室
）
は
一
九
六
八
年
に
正
式
に
発
足

し
、
約
二
○
○
○
冊
の
蔵
書
で
出
発
し
た
。
現
在

で
も
当
室
で
使
わ
れ
て
い
る
独
自
の
分
類
方
法
は
、

こ
の
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
が
編
み
出
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
独
自
分
類
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
当
時
の
図
書
室
は
、
研
究
所
の
構
成
員
に
よ

る
構
成
員
の
た
め
の
図
書
室
で
あ
っ
た
。

四
○
年
た
っ
た
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
図

書
室
の
蔵
書
は
二
○
万
冊
を
超
え
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
語
資
料
の
み
で
も
約
六
万
点
に
お
よ
ぶ
。
そ
の

他
に
、
地
図
資
料
約
四
万
枚
お
よ
び
人
工
衛
星
画

像
約
三
○
○
○
枚
を
所
蔵
し
て
い
る
。
文
献
資
料

に
関
し
て
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
地
図
・
衛
星
画
像
に
関

し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
大
部
分
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。

図
書
資
料
の
う
ち
、
全
国
的
に
み
て
も
充
実
し
て

い
る
の
が
、
タ
イ
語
資
料
（
約
二
万
三
○
○
○

点
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
語
資
料
（
約
二
万
点
）、

ベ
ト
ナ
ム
語
資
料
（
約
九
○
○
○
点
）
で
あ
る
。

特
に
タ
イ
語
資
料
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
語
資
料
に

関
し
て
は
、
一
九
八
三
年
以
降
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
バ

ン
コ
ク
に
あ
る
連
絡
事
務
所
を
拠
点
に
し
、
そ
の

時
々
の
駐
在
員
を
中
心
に
研
究
所
メ
ン
バ
ー
が
書

店
を
駆
け
回
る
と
い
う
方
法
で
、
継
続
的
な
購
入

が
行
わ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
チ
ャ
ラ

ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
タ
イ
史
・
政
治
関
係
。

約
九
○
○
○
冊
、
う
ち
四
○
○
○
冊
は
葬
式
本
）、

フ
ォ
ロ
ン
ダ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
史

関
係
。
約
七
○
○
○
冊
）、
オ
カ
ン
ポ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
史
関
係
。約
一
○
○
○
冊
）

を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
四
○
年
の
間
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
め

ぐ
る
状
況
は
非
常
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
国

内
外
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
も
急
速
に
深
化

し
た
。
同
時
に
、
ゆ
る
や
か
に
で
は
あ
る
が
、
当

研
究
所
図
書
室
を
め
ぐ
る
状
況
お
よ
び
当
図
書
室

に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変
化
し
て
き
た
と

い
え
る
。
国
内
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
資
料

の
一
拠
点
と
し
て
の
役
割
は
も
と
よ
り
、
国
内
お

よ
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
内
の
図
書
館
と
連
携
し
て
、

相
互
の
特
徴
を
活
か
し
た
収
集
・
保
存
・
発
信
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
こ
こ
数
年
当
図
書
室
で
は
次
の
三

点
を
心
が
け
て
き
た
。
①
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て

き
た
資
料
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
研
究
関
係
資
料
の

所
在
情
報
の
発
信
、
②
地
域
の
現
状
を
反
映
し
た

「
旬
」
の
資
料
の
収
集
、
③
研
究
の
過
程
で
蓄
積

さ
れ
る
一
次
資
料
の
保
存
・
提
供
で
あ
る
。
①
に

関
し
て
は
、
現
地
諸
語
資
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書

検
索
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
を
は
じ
め
、
以
下
の
よ

う
な
文
献
目
録
の
出
版
・
配
布
と
電
子
図
書
館
化

を
通
し
て
、
徐
々
に
情
報
の
共
有
を
は
か
り
つ
つ

あ
る
。
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東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
図
書
室
『
京
都
大
学
東
南
ア

ジ
ア
研
究
所
図
書
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録

│
逐
次
刊
行
物
編
』
二
○
○
六
年
。

『
太
平
洋
戦
争
期
の
タ
イ
新
聞
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/

b77/im
age/index.htm

l

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
図
書
室

特集／アジア地域関連コレクション─わが国主要図書館の所蔵資料から

北
村
由
美

アジ研ワールド・トレンド No.138（2007．3）─ 38



次
に
、
②
に
関
し
て
は
、
二
○
○
三
〜
○
四
年

度
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
急
速
に
増
え
つ
つ
あ

っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係

の
資
料
を
収
集
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー

ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
約
一
○
○
○
冊
）
を
別
途

新
設
し
た
。
ま
た
、
二
○
○
六
年
度
に
は
二
○
○

二
年
五
月
に
独
立
し
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和

国
に
お
い
て
網
羅
的
な
収
集
を
行
っ
た
。
文
献
資

料
以
外
に
は
、
二
○
○
五
年
に
タ
イ
の
Ｖ
Ｃ
Ｄ
約

八
○
○
タ
イ
ト
ル
の
収
集
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の

場
合
も
、
所
内
外
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
実
現

し
た
試
み
で
あ
る
。

最
後
に
③
に
関
し
て
は
、
多
少
実
験
的
な
試
み

と
し
て
、
二
○
○
四
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙

グ
ッ
ズ
の
収
集
と
展
示
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、

大
学
院
生
を
含
め
た
研
究
者
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ

る
一
次
資
料
の
保
存
・
提
供
と
い
う
課
題
に
現
在

取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
海
外
と
の
連
携
と
資
料
の
収
集
・
保
存
・

発
信
を
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
関
係
の
事
例
が
多
く
て
申
し
訳
な
い
が
、
例

え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
一
九
九
八
年
の
ス

ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
、
日
刊
紙
の
タ
イ
ト
ル
数
が

鰻
登
り
に
増
え
て
い
る
（
表
１
参
照
）。と
こ
ろ
が
、

な
ん
ら
か
の
形
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
る
新

聞
社
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量
を
超
え
た
時
点
で
、
過
去

の
紙
面
情
報
も
消
さ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
立
図
書
館
が
、
地
方
紙
を
含
め
た
新
聞
の
マ

イ
ク
ロ
化
と
保
存
に
尽
力
し
て
お
り
、
日
本
で
も

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
な
ど
が
精
力
的
に
収

集
を
行
っ
て
い
る
が
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
前
に
、
国
内
外
機
関
と
の
連

携
・
分
担
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
聞
の
例
は
、
比
較
的
緩
や

か
な
変
化
へ
の
対
応
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方

で
、
二
○
○
六
年
九
月
に
起
こ
っ
た
タ
イ
の
ク
ー

デ
タ
ー
の
よ
う
に
、
突
然
の
出
来
事
に
対
応
す
る

場
合
に
も
、
機
関
間
連
携
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
関
す
る
批
判
的
意

見
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
言
論
活
動
の
軌
跡
を
タ

イ
国
外
で
蓄
積
し
、
将
来
的
に
は
タ
イ
の
研
究
者

に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
時
代
の
変
化
の
中
で
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
当
図
書
室
の
未
来
を
展

望
す
る
際
、
私
た
ち
は
今
一
度
基
本
的
な
質
問
を

自
ら
に
投
げ
か
け
る
必
要
を
感
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
資
料
」
と
は
何
な
の
か
。

ど
の
よ
う
に
収
集
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
く
べ
き

な
の
か
。
国
内
外
の
地
域
研
究
者
、
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
、
学
芸
員
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
質
問
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
今
後
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

図
書
室
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（ 

き
た
む
ら　

ゆ
み
／
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア

研
究
所
図
書
室
）

［
付
記
］
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、http://w

w
w

.cseas.

kyoto-u.ac.jp/

年 タイトル数

1997 81

1998 172

1999 （ex）225

2000 （ex）396

表１　�インドネシアにおける日刊紙タイトル数
の推移

（出所）UNESCO Institute for Statistics ウェブサイト（http://www.
uis.unesco.org/）“Press: Number of Titles and Circulation for 
Daily and Non-Daily Newspapers, 1997-2000 Institute for Sta-
tistic”より抜粋。（ex）は世界新聞協会（World Association of  
Newspapers）提供、とある。
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